
観る人の投票が決める、新しいカタチの美術賞展！

                  t h e  v i ewe r s  d e c i d e !

美庵
大賞展

びあん

受賞者・受賞作品発表
大賞　　　尾野由理加　はるかぜ
最優秀賞　小泉伸子　　絆
　　　　　高埜ヨシ子　達
　　　　　保田雅琥　　宙を飾る山帰来
　　　　　栗田良二　　迎春　八百年
優秀賞　　竹内洋子　　十三夜
　　　　　大西将美　　ラバウルにて　零戦 32 型
　　　　　亀本義隆　　光る畦道
　　　　　久保田洋子　歴史と対話
　　　　　横山幸恵　　立待岬
　　　　　宇野素子　　喜多川歌麿より「見立六歌仙の内三人」

優秀賞　　大和屋巖　　モヤイ像と人間模様
　　　　　太田晴弘　　Varelser ービッグ・バン
　　　　　大島　摂　　飛びなさい
　　　　　工藤洋子　　花占い
　　　　　加々美和子　睡蓮
　　　　　石田和子　　明日も晴れる
　　　　　小山美代子　Position
　　　　　國安珣子　　Swing
　　　　　五十嵐敬子　ワヤン・クリ
　　　　　沖野アミ　　中空の踊り子
最優秀作品賞  芹川英子　　戦国の女

第1回

美庵大賞展総評

藝術出版社代表取締役社長　今沢志激

　平成 22年 9月 15日～9月 19日の５日間、芸術文化の殿堂、東京芸
術劇場の 5Ｆギャラリーにおいて、全国から精選された、絵画、彫塑、工芸、
書、写真など、150 点の作品が一堂に会した、「美庵大賞展」が開催さ
れました。
　来場者 1350 人以上の目を見張らせるのに充分なその壮観からは、そ
れぞれの作品から放たれる芸術の光が会場内に満ち溢れていました。
　この展覧会では当社初の試みとして、“来場者による展示作品の人気投
票が決める選賞”を行いました。主催者側や美術評論家が選ぶのではない、
作家の所属する美術団体やジャンルの垣根をも軽々と越えた、大胆かつ画期的な
試みです。
　会場では、老若男女、様々な方々が投票用紙を手に、真剣な眼差しで選出され
ている様子をうかがうことができました。思わぬ収穫は、たくさんの子どもたち
も投票に参加してくれたことです。幼いころから美術に触れ、自分の好きな表現
を選ぶということは、豊かな感受性を持つ人間形成に役立つのではないかと思い
ました。観覧者が好みの作品を見つけることは自然な行為だと思いますが、それ
を 3 点に絞る決断をし投票するということは、改めて作品の本質と深く向き合う
行為であると、主催者側が気付かされた展覧会でありました。情熱を注ぎ清き一
票を投じてくださった来場者の皆様方に、この場をお借りして改めて御礼を申し
上げます。
　それによって、大賞をはじめとする各賞が選出され、大賞には当社の運営する
銀座〈ギャラリー美庵〉での個展開催が副賞として贈呈されました。
　
●大賞『はるかぜ』（尾野由理加）は、投票数ナンバーワンでした。タイトルの
示すモティーフの、春の心象風景とする構図に色彩を纏わせ、　幻想の渦を具現
化した、龍の乱舞と藤花に魅了される観客を多く見ました。その『はるかぜ』に、
日本の閉塞感漂う冬の時代に別れを告げ、動植物をはじめ生命あるものが蠢動す
る季節に、観客は自らの生命力を喚起され、これほどまでの票を集めたのではな
いでしょうか。
●最優秀賞の『絆』（小泉伸子）は、ファイバー（繊維）の鮮やかな色彩が煌め
く光線を放ち、観る者の目を奪っていました。来場者の多くはこの無関心時代に
危機感をつのらせていて、「『絆』のように、人間同士深く結び合い輝いていたい」
と、話してくれました。
●最優秀賞『達』（高埜ヨシ子）は、力強く意味深い筆跡が観るものを引きつけ
ていました。『達』は、達意、到達、達成、達観などに連なります。観客たちは、
その語意のストーリーを心に描き、「この“達”は忘れられない」と、自己の人
生の目標や到達点として見つめていました。〈書〉分野でナンバーワンの投票数
でした。
●最優秀賞『宙を飾る山帰来』（保田雅琥）の、ややシンメトリックな構図は、
観るものを限りない遠望に導きながら、夢想を与えています。濃密な色調ながら
透明感のある美しい色彩に、ある観客は「“宙”に引き込まれてしまう」と、話
してくれました。
●最優秀賞の『迎春 八百年』（栗田良二）は、桜花爛漫の煌めきです。樹齢八百
年の古木の主役にピンク、ホワイト、レッドの華麗な彩りと構図で、観るものに“迎
春” の息吹を与えていました。数人の観客の方々が「畏怖の念を感じた」とコメ
ントされていたのも印象的でした。
●最優秀作品賞の『戦国の女』（芹川英子）は、戦国に生きる女性の宿命に翻弄
されながらも凛とした生き方を貫こうとする女・子どもの姿。圧倒的に女性票が
多く、その女性たちは、木彫木目込の見事な技巧にため息をつき、憂いある視線
の先の覚悟を見ているようでした。

　上記の受賞作品以外にも、優秀な作品は数多く見られましたが、紙面上割愛さ
せていただきましたことを、お詫び申し上げます。

　芸術文化は国家の資源であり歴史でもあります。それが、国民のアイデンティ
ティの基盤にもなります。
　その文化の一翼を担う美術には、心豊かに生きてゆくことの大切な要因が含ま
れていることを確信できるような「美庵大賞展」でもありました。
　人心を豊かにすることを、美術文化の力で取り戻したいと願う当社の「美庵大
賞展」に賛同していただき、創作上数々の困難を乗り越え出品してくださいまし
た作家諸氏と、ご多忙の中来場し、投票してくださいました多くの皆さまに、心
から感謝を申し上げます。
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最優秀賞受賞作『絆』（小泉伸子）に集う人々


